
プロジェクトの成果と
先進技術を体感！

今回取り上げるのは、「カーボンリサイクル」。
CO₂を資源と捉え再利用する新たな取り組み
やカーボンリサイクル実現に向けての想いに
ついて、千代田化工建設 榊田社長、大阪ガス 
藤原社長、住友化学 岩田社長そして早稲田大
学 関根教授にお話を伺いました。

カーボンニュートラルな未来へ。

本誌をお読みいただいた感想をお聞かせください。
頂いた感想は、今後の広報誌等制作の参考とさせ
ていただきます。

読者アンケート

皆さまの声を、
お聞かせください！

VOICE
お役立ち情報を発信しています。
ぜひチェックしてみてください！

YouTube X（旧Twitter） FacebookNEDO’s SNS

カーボンニュートラルへの挑戦こそが、
日本に次の成長をもたらす原動力。

今こそ、技術大国・日本の出番です。
世界を変えるイノベーションを、次々と。

そして、ひとりひとりの力を合わせて、
カーボンニュートラルな未来へ。
2050年。そこには、新しい日本が待っています。

NEDO INFORMATION
EVENT REPORT

｢CEATEC 2023｣に出展、テーマは
｢サイバーとフィジカルが調和する社会へ｣

「グリーンイノベーション基金事業」
経営者インタビュー動画 Vol. 2

次世代電力ネットワーク知っておきたい

特集

10月17～20日、幕張メッセでCEATEC 2023
が開催され、NEDOは｢サイバーとフィジカルが調
和する社会へ｣をテーマに出展しました。現実空
間（フィジカル）と仮想空間（サイバー）を融合･
調和させ、経済発展と社会課題解決の両立を目指
す｢Society5.0｣の実現に向けて、NEDOはさま
ざまなプロジェクトに取り組んでいます。今回は
｢次世代DX｣｢ポスト5G｣｢スマートIoT｣の3ゾーン
に分け、計13のプロジェクトの概要と成果を体験
型展示･動的展示等を用いて紹介。多くの来場者
に、各プロジェクトの成果が社会実装される姿を
体感していただきました。
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新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）の広報誌「Focus NEDO」は、
NEDOが推進するエネルギー・環境・産業技術に関するさまざまな事業や技術開発、NEDOの活動について、ご紹介します。

●本誌のお問い合わせはこちらまで。　E-mail : kouhou@ml.nedo.go.jp　「Focus NEDO」編集担当宛て
エネルギー・環境・産業技術の
今と明日を伝える【フォーカス・ネド】

No.90
2023

mailto:kouhou@ml.nedo.go.jp
https://app23.infoc.nedo.go.jp/qa/enquetes/jhiy49t45avv
https://www.facebook.com/nedo.fb
https://twitter.com/nedo_info
https://www.youtube.com/channel/UCd4OTUB8A9PIdNs-vxF5t8g
mailto:kouhou@ml.nedo.go.jp
https://youtu.be/Y7pX9oTv8KU?si=HajOfbzUoP2BKh-W


大手通信キャリアを中心に提供されてきた5Gサービス
は、スマートフォン等の電気通信回線網にとどまらず、交通
や物流、製造、医療、教育、観光等、幅広い産業に大きな変革
をもたらすことが期待されています。しかし、5Gネット
ワークの活用が多様化すれば通信データ量が増え、トラ
フィックの計画や管理が困難になると予想されるため、それ
らに対応できる機敏性・柔軟性と信頼性の向上が不可欠で
す。また、トラフィックや収容回線数の増加に対応できる、
大容量かつ省エネルギーな運用システムも求められます。

NEDOと日本電気株式会社（NEC）は、「ポスト5G時代の
モバイルコアの実現に向けた高信頼性・柔軟性を両立するク
ラウド技術拡張に関する研究開発」に取り組み、産業ITシス
テムでの活用を見据えた5Gコアネットワーク（5GC：5th 
Generation Core Network）の開発に成功しました。

本プロジェクトでは、クラウド技術を用いることで、サー
ビスや通信処理をマイクロサービスの単位に分割。サービス
の多様化やトラフィックの肥大化に柔軟に対応できる他、
ネットワークの設定・制御に外部のネットワークシステムか
らアクセスできるオープンAPI※を搭載しています。また、
サービスを中断せずに機能アップデートできるシステムや、
過剰な負荷が集中した際もシステムダウンしないシステム
を搭載し、社会基盤となるテレコムネットワークに不可欠な
高信頼性を確保しました。

一方で、トラフィックの肥大化には、消費電力量の増加と
いう課題が伴います。そこで、ハードウエアを活用したパ
ケット高速転送技術と、ハードウエアリソースを動的制御す
る負荷判定技術を開発しました。消費電力当たりのデータ転
送量（スループット）で従来比2.8倍のデータ伝送量を実現

すると同時に、トラフィックが空いているときには消費電力
を最大20％削減することも可能となります。

今後は、さまざまなサービスとネットワーク、アプリケー
ションが一体となり、システム全体の最適化を図っていくこ
とが求められます。NEDOは、日本のポスト5G時代に対応
した情報通信システムの中核となる技術を開発し、製造基盤
を強化することで、全ての人とモノがつながるネットワーク
インフラの実現を目指します。

※Application Programming Interface

PICK UP NEWS

Promising NEDO Startups
スタートアップ支援のその先へ
株式会社ネクステムズ

14

NEDO INFORMATION16

02 PICK UP NEWS
従来比2.8倍のデータ処理速度をかなえる
｢5Gコアネットワーク｣で、新たな社会変革へ！

CONTENTS

06 「日本版コネクト&マネージ」の実現は
脱炭素への大きな一歩です
東京電力パワーグリッド株式会社
系統運用部長 研究開発責任者 
岸 栄一郎 氏 

CROSS TALK 
次世代の技術者たちの座談会
次世代電力ネットワークは私たち世代の課題

08

EXPERT MESSAGE
カーボンニュートラル社会へ、電力の「これから」

10

04 特集
再エネ主力電源化の実現へ！
知っておきたい、次世代電力ネットワーク

12 未来を切り拓く実証施設
「大崎上島 カーボンリサイクル実証研究拠点」

号の特集は「再エネ主力電源化の実現へ！」と題し、再エネ
大量導入に向けた技術開発にチームの総力を傾けてチャ
レンジするNEDOスマートコミュニティ・エネルギーシス

テム部系統連系グループの活動を取り上げました。
「Team GRID」の取り組む「日本版コネクト＆マネージ」の「いま」を
お伝えします。

今

EDITOR’S VOICE 広報部より

エネルギー・環境・産業技術の
今と明日を伝える【フォーカス・ネド】

従来比2.8倍のデータ処理速度をかなえる
｢5Gコアネットワーク｣で、新たな社会変革へ！

5Gコアネットワークとその産業システムへの応用
No.90
2023

クラウド技術を適用したコアネットワークソフトウエアにより柔
軟で拡張性の高いネットワークサービスを実現。従来のスマート
フォンからオフィス、 産業システムまでの幅広い用途で5Gコア
ネットワークの活用を可能に。

クラウド対応型コアネットワーク

クラウド技術
分散アーキテクチャー マイクロサービス コンテナ

API連携・制御

業務／制御
システムＯTシステム ITシステム

基地局

生産ライン オフィス

AMF AUSF

UDSF

SMSF

CHF

NRF

LMF

SEPP

NWDAF

BSF

UDM/
UDR

SMF PCF

コントローラー

サービスロジック
回線制御処理
データストア

5Gコアネットワーク

NEDOのニュースリリースはこちら
https://www.nedo.go.jp/news/press/

AA5_101680.html
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カーボンニュートラルに向けた取り組みの中で、再生可能
エネルギー（以下、再エネ）の大量導入は必須の要素です。
しかし、再エネを主力電源にするためには、クリアしなけれ
ばならない課題があります。コストの問題や環境への影響の
問題はもちろん、電力の安定供給にとって最も重要なことは
需要（使われる電力量）と供給（発電量）のバランスを取るこ
とです。このバランスが崩れてしまうと、最悪の場合、大規
模停電につながってしまいます。また、再エネ由来の電気は、
その発電量が天候や気象条件に左右されやすいことから、需給
バランスが崩れることを防ぐために、現在は火力発電等で発電
量を調整しています。このように、既存の送配電網へより多く
の再エネを受け入れていくためには、需給のバランスの問題を

含めてさまざまな課題を解決していく必要があります。
NEDOは、2050年のカーボンニュートラルの実現に向け

て、再エネを大量導入できるように、さまざまなプロジェク
トを立ち上げ、チームのメンバーが総力を挙げて課題の解決
に取り組んでいます。中でも、スマートコミュニティ・エネ
ルギーシステム部の系統連系グループでは、電力系統に関わ
る分野を担当し、再エネ大量導入に向けた次世代電力ネット
ワーク技術に関する研究開発を実施しています。
6ページからは、現在、研究開発が進んでいる4つの事業の
中から、2019年度に開始した「再生可能エネルギーの大量
導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発」プロ
ジェクトをご紹介します。再エネ由来の電力を、できる限り
低コストで利用するため、既存の設備を最大限に活用してい
く制御システムの開発と実証の取り組み、「日本版コネクト＆
マネージ」というテーマについて、分かりやすく説明します。

再エネ大量導入に向けた技術開発に
チームの総力を傾けてチャレンジ！

特集

知っておきたい、次世代電力ネットワーク

Team !GRID NEDO スマートコミュニティ・エネルギーシステム部
系統連系グループメンバー

主査

FUJITA Satoru

主査

SAKAI H
iro

yuki

主査　サブプロジェクトマネージャー

HIROSE Keiic
hi

主任

YAMAMOTO Kosuke

主研研究員　プロジェクトマネージャー 

NISHIBAYASHI H
idenobu

主任　プロジェクトマネージャー

OGASAWARA Yuka

主任 

OGAHARA Ryuichi

主査　サブプロジェクトマネージャー

KADOYOSHI N
obuyuki

主査

OMINE Eita
ro

主査

YOSHIDA Takumi

主査

SASAKI Y
uichi

再生可能エネルギーの大量導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発

多用途多端子直流送電システムの基盤技術開発

電力系統の混雑緩和のための分散型エネルギーリソース制御技術開発
（FLEX DERプロジェクト）

再生可能エネルギーの主力電源化に向けた次々世代電力ネットワーク安定化技術開発
（STREAMプロジェクト）

現在、進行している代表的なプロジェクト

事業期間 ： 2022～2026年度

事業期間 ： 2022～2026年度

事業期間 ： 2020～2025年度

事業期間 ： 2019～2023年度

EV・蓄電池

住宅の太陽光発電

工場等の電化

太陽光発電

太陽光発電

メガソーラー

大規模集中電源

高圧直流送電
（HVDC）※2

次世代
インバーター※1

分散型エネルギー
リソース 系統運用

送電配電
再エネ主力電源化のイメージ

※1 電力用半導体素子のスイッチング作用を利用して、直流電力を交流電力に変換する装置
※2 送電を高電圧の「直流」で行うシステム。送電ロスが少なく、長距離でも大量に送電できる上、周波数が異なる系統の連系にも適している

洋上風力発電
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小笠原 再エネ発電設備は、いまや身近な存在になってきまし
たが、2050年のカーボンニュートラルに向けて再エネ導入
をさらに拡大するためには、さまざまな課題が残されていま
す。その1つが「送電容量の制約」の問題です。既存の系統
（電気を送る電力網）の設備では、電気を流すことができる
「容量」が決まっているため、再エネ発電事業を推進したくて
も、空き容量が少ないために電気を送ることができないと
いった問題が起きていました。
岸 系統に空き容量が少ないのであれば、設備を増強すればい
いのでは？と思う人も多いでしょう。しかし、それには多額
の費用と時間がかかります。そのコストは、最終的には電気
を使う需要家が負担することになります。ですから市場に受
け入れられるためには、できるだけ低コストで再エネを早期
に導入できるようにしなければなりません。
小笠原 そこで、まず接続（コネクト）し、管理（マネージ）す
ることで既存の設備を最大限に活用しようとする「日本版コ
ネクト＆マネージ」の取り組みが始まりました。コネクト＆
マネージはもともと欧米で始まった概念で、日本の電力取引
制度を前提とした独自の仕組みとすることから「日本版」と
呼んでいます。

小笠原 「日本版コネクト＆マネージ」は、国が主導する形で
「想定潮流の合理化」、「N－1電制※1」、「ノンファーム型接続※2」
の3つのタイプで検討が進められました。既存のシステムで

対応可能な前者2つはすでに全エリアで適用されましたが、
残る課題が「ノンファーム型接続」でした。これまで日本で
は、発電した電気を流すために必要な系統の容量をあらかじ
め確保しておく方式で運用してきましたが、常にその容量を
100％使い切っているわけではありません。そこで、あらか
じめ系統の容量を確保せず（ノンファーム）、系統の容量に空
きがあるときにそれを活用し、系統の容量に空きがなくなっ
たときには、発電量の「出力制御」を行うことを前提に接続
契約を結ぶ、再エネ等の新しい電源をつなぐ方法が「ノン
ファーム型接続」です。
岸 それによって、既存設備が有効に活用できるようになりま
すが、再エネの発電出力がどんどん拡大していくと、設備に
流せる電気の量を超過してしまい、設備を損壊してしまう恐
れが生まれます。そうした中で再エネによる電力をできるだ
け多く系統に流せるように、プロジェクトでは次世代の系統

安定化に必要な基盤技術として、「日本版コネクト＆マネー
ジ」を実現する制御システムの開発を行ってきました。ポ
イントは、地域の再エネの発電量と電力需要の予測精度をい
かに向上させるかです。再エネの主力となる太陽光発電や風
力発電は、気象条件によって出力が変化するため、時々刻々
と移り変わる気象予測から、発電量や設備に流れる電気の量
を想定した上で、制御する必要があります。

小笠原 この事業は、国の議論と同時並行で検討を進めてきま
した。より社会にとって合理性のある方法が追求される中、
国の審議会での議論の結果から、出力を制御する方式やその
対象を変更することになり、開発システムの仕様の変更等、
実施者の皆さんには事業期間の途中で大きな変更を強いるこ

とになりました。
岸 一時は期間内の完成が危ぶまれましたが、関係者全員が何
とか期限に間に合わせようと、短いスパンで打ち合わせを重
ね、進捗を確認しながら、発生しそうなリスクも管理しまし
た。株式会社日立製作所、四国計測工業株式会社、株式会社
テプコシステムズといったシステム開発ベンダーの多大な協
力もあって、期限内に開発を完了できる見通しが立ちまし
た。乗り越えることができたのは、やはりカーボンニュート
ラルへの貢献という旗印があったからこそだと思います。皆
が目標を共有し、気持ちを1つにしたことで、高いハードル
を越えることができました。

小笠原 ご尽力いただいたことに心から感謝します。このプ
ロジェクトで開発したシステムは、世界的にも非常に先進的
なものだと考えています。今後NEDOとしても、今回の成果
を国内外問わず広く展開できるよう、広報を含め引き続き支
援していくつもりです。
岸 まずは国内で、他の一般送配電事業者へ基本的なシステム
仕様を共有し、全国展開に向けて取り組んでいきます。その
上で、海外にもニーズがあれば積極的に提案できたらと思っ
ています。また、2050年のカーボンニュートラル実現に向け
ては、電力供給の将来像を見据えて、今何が必要か、今後何が
求められていくかといった課題の整理も重要と考えています。
小笠原 再エネ導入量のさらなる拡大・普及に向け、まずは本
事業の完遂と2024年4月からのシステムの運用開始のため
に関係者で連携を図りつつ、将来を見据えて必要となる活動
を今後も進めたいと思います。よろしくお願いします。

「日本版コネクト&マネージ」とは？
なぜ必要なのか

系統に空きがあるときにそれを活用する
「ノンファーム型接続」のための制御システムを開発

事業期間途中の仕様変更という局面を
チーム力で乗り越え、打開する

再生可能エネルギーの大量導入に向けた次世代電力ネットワーク安定化技術開発／日本版コネクト＆マネージを実現する制御システムの開発

※1 需要に応じて実態に即した電源稼働を想定して算出する手法
※2 送変電設備で単一設備故障（N－1 故障）が起きたとき、瞬時に発電を
　　停止することで、緊急時用に空けておいた容量を活用する取り組み

小笠原 有香
NEDO
スマートコミュニティ・
エネルギーシステム部
主任

「日本版コネクト&マネージ」の実現は
脱炭素への大きな一歩です

再エネ主力電源化の実現へ！　知っておきたい、次世代電力ネットワーク
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プロジェクトマネージャー

岸 栄一郎 氏
東京電力パワーグリッド
株式会社 
系統運用部長

研究開発責任者
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山本 最初に、本事業にどのように携
わられたか、また、その成果について
お聞かせください。
長野 私が所属する東京電力パワーグ
リッド株式会社（以下、東電PG）系統
運用部は、周波数の調整や送電設備の
運用等を行っており、プロジェクトで
は主にシステムロジック検討や、既存
システムの改修の検討を担当しまし
た。東電PGとしては遅滞することな
く再エネが発電開始できるようになっ
たこと、また、全系統をしっかり計算
して混雑管理できるようになったこと
が大きな成果です。
池田 私は事務局という立場で、事業全
体の整理やスケジュール調整、成果報
告の取りまとめを担当しています。
中島 私は電力分野のシステムの設計
開発をしています。本事業では仕様の
取りまとめと、私自身は株式会社日立
製作所内のプロジェクトリーダーとし
て、取りまとめた仕様を製作サイドに
伝えてシステムを構築する業務を担当
していました。現在、東電PGさんの
建屋内でオンラインデータの受信も開
始し、実際に系統の予測も行えるよう
になりました。
山本 拵さんは、皆さんとはちょっと
違う立ち位置ですね。
拵 私は、大学生の時には太陽光の発電
性能評価手法の開発に関する研究をし
ていましたが、伊藤忠テクノソリュー
ションズ株式会社に入社してからは、
風力の発電量の予測業務を行っており、
まさにコネクト&マネージ事業一筋と
いう感じです。プロジェクトではさま

ざまな観測データを使った検証をする
中で、改めて種々のデータの活用が、
個々の風力発電所の予測精度の向上に
有効であるという成果を得ることがで
きました。
山本 本事業の中で、やりがいを感じ
たのはどんな部分でしょうか。
池田 金額的にも人員的にも事業規模
が大きく、プレッシャーもありました
が、やりがいも大きかったです。今回
の成果によって、さまざまな電源が接
続できるようになり、全国で再エネを
より一層導入できる仕組みが広がって
いくと期待しています。
長野 私は入社9年目ですが、これまで
関わってきた事業の中でも飛び抜けて
規模が大きかったですね。そのおかげ
で系統関連システムのほとんどに関わ
ることができたこと、それが実際に形
になったことが率直にうれしいです。
中島 国内初となる取り組みの中で、
いろいろな課題にぶつかりながら自分
を成長させることができました。社会
的意義と将来性がある事業に携われた
ことを誇りに感じています。
拵 電力システムという、日本におい
て最もホットな部分に携われたと実感
しています。
山本 再エネは場所や気象に左右され
るという難しさがあります。その中で
見えてきた課題はありましたか。
拵 どんなデータが必要か、予測フロー
をどう適用すればよいかを検証する難
しさを痛感しました。また、データ取
得にはコストもかかるので、発電事業
者にデータを取得するメリットを理解
してもらうことも必要だと思いました。
山本 そのあたり、システム開発の立
場ではいかがですか？ 

中島 発電予測には膨大なデータを処
理する必要があります。分割して運用
されている既存システムを統合し、か
つリアルタイムで計算・制御するため
の高い処理性能を実現するために、か
なり議論と検討を重ねました。
長野 データのやりとりの際に、もと
もと東電PGが持っていたメーカーも
違う複数のシステムとの連係方法を検
討したり、同時にシステム改修のスケ
ジュールを調整したりと、実務的な面
でハードルは多かったです。
中島 あと、プロジェクトの途中でノン
ファーム型接続方式から再給電方式※

に制度が変わりましたよね。仕様を変
えなければならなくなり、スケジュー
ルやコストの調整が大変でしたが、何
とか乗り越えました。

山本 制度対応とシステム開発を並行
して行うことは、非常に難度が高かっ

たと思います。今後はどんな取り組み
が必要でしょうか。
長野 効率的に再エネを増やすために
は、発電所を非混雑系統に誘導する立
地インセンティブを持たせることが重
要になってくると思います。
池田 価格に反映するというのは有効で
すよね。例えば、東京湾アクアライン
が夕方の混雑時に価格を上げる実証試
験をしていますが、思った以上に効果
があるんですよ。同じような取り組み
を電力でもやってみる価値はあるので
はと個人的には考えています。
拵 電気料金が一時とても高くなったこ
とがあったように、再エネのみで全国
の電力需給を賄うのは難しいですね。
いろいろなエネルギーの利用について、
関係者が協力し合い、全体として最適

化できることが理想です。そのために
目標を定めることは大事だと思います。
山本 最後に、2050年に実現したいと
考える電力システムの姿やこれからの
展望をお聞かせください。
長野 カーボンニュートラル実現には、
再エネを増やすだけでは困難です。多
種多様な電源を活用しながら、需要と供
給のバランスをコントロールしていく
ことが不可欠で、それを大規模かつス
ムーズにできるようになればカーボン
ニュートラルは実現できると思います。
池田 エネルギーの需要と供給のバラン
スは、環境はもちろん経済面でも重要
になってきます。また、将来の人口減
少といった要素も加味し、時代に合わ
せた電力設備をつくることも必要だと
思います。

中島 一番の理想は、今直面している
課題を解決し、安価な電源を安心して
使えることです。今後、電力貯蔵技術
や水素エネルギー等が普及すれば、コ
ネクト＆マネージシステムはさらに複
雑化していくと思いますが、メーカー
としては経済性に優れ、かつ信頼性の
高いシステムをこれからも提供してい
きたいです。
拵 今回のプロジェクトのように、研
究開発にとどまらず、実証試験まで実
施することが重要だと考えています。
社会実装を見据えた研究開発を、今後
も継続して行ってほしいと思います。
山本 たくさんの貴重なお話、ありが
とうございました。

巨大なプロジェクトだからこそ
難しさとやりがいを味わえた

立地インセンティブと
需要・供給のバランスが重要

※混雑系統内の発電所の出力を制御し、別の
　系統の電源の出力を上げることで混雑を解
　消する方式

次世代電力ネットワークは
私たち世代の課題

次世代の技術者たちの座談会CROSS TALK
2050

2023

2030

再エネ主力電源化の実現へ！　知っておきたい、次世代電力ネットワーク

平均年齢30歳。プロジェクトに参加した若手技術者たちが語る
日本版コネクト＆マネージシステム実現への思い、そして未来の展望とは

ファシリテーター

山本 航介
NEDO
スマートコミュニティ・
エネルギーシステム部
主任

拵 博人氏
伊藤忠テクノソリューションズ
株式会社　
科学システム本部 
エネルギービジネス部 
エネルギー技術課    

池田 欧世氏
東京電力パワーグリッド
株式会社　
技術統括室
技術企画グループ

長野 博司氏
東京電力パワーグリッド
株式会社
系統運用部
広域給電グループ

中島 誉幸氏
株式会社日立製作所
制御プラットフォーム
統括本部
電力システム設計部
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再エネの大量導入を図るため、制御システムを開発
するとともに、基盤技術を確立しようとする「日本版
コネクト＆マネージ」は、産学官が力を合わせて課題
解決に取り組む必要があり、そこでのNEDOの果たす
役割は非常に重要だと考えます。本プロジェクトにつ
いては当初から注目してきましたが、「ノンファーム
型接続」や「N－1電制」のように常時稼働しているわ
けではないシステムでありながら、非常に信頼性の高
いものになっていて、着実に成果を上げていると感じ
ています。
今後、解決しなければならないのは低コスト化で

す。いかに国民の負担を抑えることができるか。難し
い課題ではありますが、HVDCの基盤技術開発で既存
交流送電システムより20％以上のコストを削減でき
ることを示したように、他でもそうした取り組みが進
むことに期待したいと思います。

私自身、2000年代初頭から低コストで電力系統の
安定化を実現する日本版スマートグリッドというテー
マに取り組んできましたが、当時電力分野は技術的に
は飽和したとされていました。その後、東日本大震災
を経験し、また、2050年にカーボンニュートラルを
達成するという課題に直面して、今また挑戦しがいの
ある分野になったと感じます。研究者にとっては現実
的な課題に携わるチャンスであり、若い世代にとって
も成長を実感できるテーマではないでしょうか。
二十数年前、海外には需要家側を調整力に活用しよ

うとする概念はありませんでした。その後NEDOの
主導によって海外に種をまいてきた結果、現在では多
くの国でローカルフレキシビリティ※2を活用する共
通プラットフォームを構築しようとしていますが、日
本が先行して築いた技術を生かせば、イニシアチブを
取る機会はまだまだあると思っています。良いシステ
ムを可能な限り低コストで構築するために、NEDOの
これからの取り組みを応援したいですね。

「日本版コネクト＆マネージ」というプロジェクトは、机上の空論ではなく、現状
をベースに再エネ導入量を増やすという大きな意義がありました。私は中立の立場
から日本の未来のために働こうと臨んできましたが、NEDOのプロジェクトマネー
ジャーと密に情報交換しながら進められたことも、スムーズに仕事ができた一因と
考えています。また、電力供給会社、メーカー、中立組織といった関係者が共に活
発な議論を行いながら国のために技術開発を進める方式は、海外にあまり例がな
く、NEDOの事業としてふさわしいものだといえるでしょう。今回開発した技術
は、日本のみならず海外の国々にも適用できるものであり、広く技術が活用される
ようになれば評価はさらに高まるに違いありません。高圧直流送電（HVDC）※1や
分散型エネルギーリソース制御技術の研究開発も進んでいます。しかし、2030年
の再エネ導入目標を達成するには、まだ課題も多く、今後のNEDO事業の進展を期
待してやみません。

本プロジェクトのノンファーム型接続の開発に関しては、前提となる細部の制度
づくりと技術開発が同時に進んでいたことにより、状況の変化に柔軟に対応しなが
ら開発するという難しさがありました。さらに、2023年度のプロジェクト終了後、
2024年4月からすぐに社会実装しなければならず、実施者のプレッシャーは小さ
くなかったはずです。そうした状況の中、私も配電系を含めた観点から技術開発の
方向に間違いがないようにアドバイスすることを心掛けてきました。電力ネット
ワークの次世代化という開発テーマは関連する分野が広く、一つひとつの開発プロ
ジェクトの目標とトータルなシステムとの整合性、そしてマーケットの要望等、全
てを俯瞰する視点が大切です。2050年の社会のニーズは今とはまったく違う可能
性さえあり、せっかく開発したシステムが無駄にならないように、ゴールから逆算し
て今なすべきことを考える役割を、ぜひNEDOにがんばってほしいと思います。

※1 送電を高電圧の「直流」で行うシステム。送電ロスが少なく、長距離でも大量に送電できる上、周波数が異なる系統の連系にも適している
※2 家庭や企業の太陽光発電、蓄電池等、地域に分散するエネルギーリソースを柔軟に活用して需要と供給をバランスさせる能力

カーボンニュートラル社会 へ、電力の「これから」
E X P E R T M E S S A G E

再エネ主力電源化の実現へ！　知っておきたい、次世代電力ネットワーク

次世代電力ネットワークの実現に向けた
大きな一歩。今後の進展にも期待

産学官の連携による
信頼性の高いシステムを評価

挑戦しがいのあるテーマに挑む
チャンスと捉えて

プロジェクトリーダー
早稲田大学 名誉教授 工学博士

岩本 伸一
東京大学 名誉教授
工学博士

横山 明彦

ゴールを見据え、トータルな視点で
脱炭素への道をリードしてほしい

サブプロジェクトリーダー
茨城大学 名誉教授 工学博士

奈良 宏一

より効率的で安定した
電力供給を実現するために
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風光明媚な瀬戸内海に浮かぶ、広島
県・大崎上島。この地に、2050年の
カーボンニュートラル実現に向けて、
カーボンリサイクル技術の早期実用化
を目指す実証施設「カーボンリサイク
ル実証研究拠点」が2022年6 月に
完成しました。
「カーボンリサイクル」とは、地球

温 暖化の要因とされる二酸化炭素
（CO₂）を炭素資源（カーボン）と捉え、
これを回収し、多様な炭素化合物とし
て再利用（リサイクル）することです。
カーボンリサイクルの推進は、大気中
に放出されるCO₂を削減すると同時
に、資源の安定的な供給源の確保につ
ながります。

NEDOは、こ れ ま で 大 崎 ク ー ル
ジェン株式会社と共に、大崎上島にあ
る中国電力株式会社大崎発電所内で、
CO₂分離・回収型酸素吹石炭ガス化
複合発電などの次世代火力発電の実
証研究を行ってきましたが、2019年9
月に経済産業省が発表した「カーボン
リサイクル3Cイニシアティブ」に基づ
き、2020年からは同発電所内でカー
ボンリサイクル実証研究拠点の整備を
開始していました。

本拠点は3つのエリアから構成され、
その最大の特徴は、大崎発電所での次
世代火力発電の実証研究で分離・回
収したCO₂をパイプラインで本拠点に
直接輸送し、カーボンリサイクル技術
の研究開発に利用できる、すなわち
カーボンリサイクル技術を発電所で実
用化する場合を想定した環境で研究開
発を実施できることにあります。現在、

「実証研究エリア」では、微生物を利用
してCO₂から有用物質を生成するプロ
セスや、CO₂から化成品原料を選択的
に合成する触媒の、「藻類研究エリア」
では微細藻類から航空燃料を製造する
技術等の研究開発を行っています。ま
た、6つの研究室で構成された「基礎
研究エリア」では、カーボンリサイクル
技術の基礎研究や先導研究が進められ
ています。

脱炭素社会の実現を志す企業や大
学等の知力・技術を結集し、要素技術
の開発や実証研究を集中的かつ横断
的に行えることは、本拠点の大きな意
義となります。NEDOは、本 拠 点で
カーボンリサイクル技術のイノベー
ションと早期実用化を加速させ、地球
環境問題の解決に貢献します。

1

3

2

実証研究エリア

藻類研究エリア

基礎研究エリア

MISSION

「大崎上島 カーボンリサイクル実証研究拠点」
二酸化炭素を資源に変える挑戦!

実証施設

3つの研究エリア

産学官の英知を結集し、カーボンリサイクル技術の実用化を加速せよ！

①実証研究エリア
屋外の敷地にCO₂等を供給するインフラを整
備。事業者がそれぞれ必要な設備を設置し、
カーボンリサイクル技術の経済性やCO₂削減
効果等を評価するための実証研究を行う。

③基礎研究エリア
6つの研究室からなる基礎研究棟と、分析室
や会議室を備えた共用棟で構成。将来のカー
ボンリサイクル技術の要素技術の確立に向け
た基礎研究・先導研究を行う。

②藻類研究エリア
微細藻類の培養・分析に必要な設備を完備。
微細藻類を原料とするバイオジェット燃料の
製造技術確立を支援する測定・分析手法や条
件設定等の標準化に取り組む。
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宮古島では今後、再エネ導入率のさらなる拡大が予想さ
れています。そこで、再エネを最大限活用できるゼロエミ
植物工場を実用化できれば、エネルギーと食料の地産地消
を達成する先行的な事例になると考えプロジェクトに参画
しました。

この技術を活用したゼロエミ植物工場のパッケージ化
と海外展開を見据え、NEDO「スマートコミュニティ実
証事業に関する技術のシステム化検討と海外展開ポテン
シャル調査」に応募し、採択されました。国内外のニーズ
を捉えながら、社会実装に向けて取り組んでいます。

本事業は、電力中央研究所、佐賀大学、当社の共同で実
施しました。特に、植物の成長に与える影響等については、
当社の知見では足りず、専門知識を持つ共同事業者の存在
が必須でした。適宜、外部有識者から評価、指導をいただ
きながら各事業者の役割を明確化して取り組みました。

NEDO先導研究プログラムは、産学官連携で共同研究を
実施する場合に非常に適したプログラムと感じました。

ゼロエミ植物工場はパッケージ化することで、他の離
島への展開が可能となります。将来的には、海外の非電
化地域を含むあらゆる場所に展開し、各国の食とエネル
ギーの問題解決に貢献するとともに、宮古島発の研究成
果を世界に発信することを目指しています。

https://startips.nedo.go.jp/about/中小・スタートアップ企業支援

スタートアップ企業・中小企業向けの
支援・成果情報をご紹介しています。ご活用ください。

再生可能エネルギーを最大限に活用し、
次世代型ゼロエミッション植物工場を目指す

株式会社ネクステムズ
代表取締役社長 比嘉 直人 さん

スタートア
ップ支援

のその先
へ

経済の活性化には、「新技術」を競争力とした起業家の育成が重要です。

そこでNEDOは、研究開発型ベンチャーをはじめ、さまざまな角度でスタートアップ支援を実施しており、

その中から、未来に向かって成長を続ける注目のスタートアップ企業を紹介します。

NEDO事業の採択の実績

※消費者が賢く電力使用量を制御することで、電力需要パターンを変化させること。
　これにより、電力の需要と供給のバランスを取ることができる

植物工場実験施設

NEDOの支援事業を受けた背景は？Q 現在、進めている技術や製品は？Q

どんな効果や影響がありましたか？Q ネクステムズの“その先”は？Q

再生可能エネルギーの主力電源化に向けた次々世代電力
ネットワーク安定化技術開発／疑似慣性ＰＣＳの実用化開発

2022年 6月採択

スマートコミュニティ実証事業に関する技術のシステム化検討
と海外展開ポテンシャル調査

2023年 10月採択

NEDO先導研究プログラム／エネルギー･環境新技術先導研究
プログラム／植物工場向けDR･生育維持システムの基礎技術開発

2021年 3月採択

本研究は、農山漁村に豊富に賦存する再生可能エネルギー
を最大限活用し、既存の電力系統に依存しない、また廃棄
物（CO₂、排水）を排出しない、次世代型ゼロエミッション
植物工場の離島モデル開発を目指すものです。宮古島に
再エネで稼働する植物工場実験施設を設置し、電力需給
バランスを調整するデマンドレスポンス※の発動時や電力
系統停電時の工場内の環境変化や植物への影響について
データを取得・評価するとともに、変動する再エネ電力で
工場を運用する技術基盤を構築しました。

NEP開拓コース
上限300万円
9～10カ月

NEP躍進コースA・B
500万円未満/件

12カ月以内

NEP躍進コースC
3,000万円以内/件

12カ月以内

STSフェーズ
3億円もしくは5億円/件
2/3以下 2～4年程度

PCAフェーズ
5億円もしくは10億円以内/件

2/3以下 2～4年程度

DMPフェーズ
25億円以内/件

2/3以下または1/2以下
2～4年程度

ステージ／時間

事
業
規
模

ディープテック分野での
人材発掘・起業家育成事業（NEP）

VC等、CVC、事業会社

VC等、CVC、事業会社・金融機関

・ディープテック分野の
 若手人材発掘、育成
・技術シーズの実現可能性調査
・ARの助言

ステージゲート調査

ステージゲート調査

開拓コース

ARによる伴走支援
（ビジネスモデル構築）

躍進コース

専門家による伴走支援
（ビジネスモデルの
ブラッシュアップ）

STSフェーズ

実用化研究開発（前期）

Seed-stage
Technology-based
Startups

スタートアップ支援
人材育成プログラム

SSA

研究開発型
スタートアップの

専門支援人材育成

NEDO Technology
Startup
Supporters
Academy

大学発スタートアップにおける
経営人材確保支援事業

MPM

大学発スタートアップの
経営人材確保を支援

Management
Personal
Matching program

・ディープテック分野の起業家育成
・専門カタライザーの助言

・初期市場獲得に向けた
 課題の解決

・主要市場獲得に
 向けた課題の解決

・量産体制構築のための実証

実用化研究開発（後期）

PCAフェーズ
Product
Commercialization
Alliance

DMPフェーズ

量産化実証

Demonstration
development for
Mass
Production

連携

出資・ハンズオン支援

出資等 事業提携、出資・融資等

NEDO
Entrepreneurs
Program

ディープテック・スタートアップ
支援事業（DTSU）

Deep
Tech
StartUps support program

Accompany Runner（AR）
VC・元起業家など、ビジネスプラン作成のアドバイザー

助言

NEDOのスタートアップ支援事業

日本語HP
https://www.nextems.co.jp/

水素社会構築技術開発事業／地域水素利活用技術開発／
宮古島エリアにおけるグリーン水素･水循環利用社会（離島型
水素製造・利活用モデル）構築に向けた実現可能性調査

2022年 10月採択

NEDO先導研究プログラムとは

「NEDO先導研究プログラム」は、脱炭素社会の実現や新産業の創出
に向けて、2040年以降（先導研究開始から15年以上先）に実用化・
社会実装が期待される要素技術を発掘・育成し、国家プロジェクトを
含む産学官連携体制による共同研究等につなげていくことを目的とし
た制度です。

先導研究プログラム

先導研究
プログラム 社会実装

課題設定
・
公募

RFI
Request
For
Information

国家
プロジェクト

政策ニーズ 技術戦略

企業・大学間の
共同研究

制度詳細 https://www.nedo.go.jp/activities/ZZJP_
100100.html

（企業・大学等） 等
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